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２億4,749万円新型コロナウイルス対策など
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９月定例会
9月８日〜10月１日(24日間)

９月定例会

　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日

に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
財
産
の
無
償
譲
渡
、
補
正
予
算
、
令
和
元
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
21
議
案
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
最
終
日
に
は
、
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
﹂
を
発
議
し
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。
︵
17
ペ
ー
ジ
掲
載
︶

財
産
の
無
償
譲
渡

無
償
譲
渡
す
る
財
産

　日
南
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

(

構
築
物
一
式)

譲
渡
の
相
手
方

　日
南
町
生
山
４
２
３
番
地
２

　日
南
町
森
林
組
合

財
産
の
取
得

財
産
の
内
容

　日
南
町
立
学
校
情
報
機
器
整
備
業
務

　機
器
一
式

相
手
方

　米
子
市
両
三
柳
３
２
８

　︵
株
︶
ケ
ー
オ
ウ
エ
イ

契
約
金
額

　１
，
１
９
９
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
一
般
事
務

１
，
２
９
７
万
円

　
　

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
改
修
及
び
住
民
票
の
写
し

等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
シ
ス
テ
ム

改
修

◆
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
務

２
１
１
万
円

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
簡
易
執
務
室
を
整
備
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議
決
し
た
お
も
な
議
案

おもな新型コロナ感染症対策事業（９月補正予算）

７月･８月･10月の臨時会での補正予算は4・5ページに掲載

◆
山
村
振
興
一
般
対
策
事
務

４
，
５
０
０
万
円

　
　

　感
染
症
予
防
対
策
に
配
慮
し
た
安
全

な
宿
泊
施
設
を
目
指
し
た
設
備
、
施
設

の
改
修

・
日
南
邑

　ロ
グ
ハ
ウ
ス
と
研
修
棟
に

エ
ア
コ
ン
設
置
及
び
屋
根
改
修

・
ゆ
き
ん
こ
村

　ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
エ
ア

コ
ン
設
置
及
び
屋
根
改
修

・
イ
チ
イ
荘

　二
階
和
室
の
洋
室
化

◆
水
道
蛇
口
の
自
動
水
栓
化

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点
か
ら

水
道
蛇
口
を
自
動
水
栓
化

・
各
保
育
園
︵
１
２
０
万
円
︶

・
小
学
校
︵
２
０
０
万
円
︶

・
中
学
校
︵
２
９
０
万
円
︶

・
日
南
町
体
育
館
ほ
か
︵
90
万
円
︶

◆
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営
事
務

１
，
０
０
０
万
円

　
　

　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
支
障
移
転

工
事
の
見
込
み
増
に
伴
う
増
額

◆
民
生
一
般
管
理
事
務

５
０
０
万
円

　
　

　住
宅
改
修
助
成
金
の
見
込
み
増
に
伴

う
増
額

◆
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

２
５
０
万
円

　
　

　民
有
林
新
植
経
費
補
助
金
の
新
植
面

積
の
増
に
伴
う
増
額

◆
日
南
町
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事
業

３
，
０
０
０
万
円

　
　

　第
二
木
材
団
地
内
に
企
業
進
出
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
団
地
内
の
水
源
を
確
保

す
る
た
め
の
調
査
費

　

◆
単
県
土
地
改
良
事
業

６
３
０
万
円

　
　

　日
南
町
農
林
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

の
地
元
要
望
に
よ
る
箇
所
の
追
加
及
び

実
施
精
査
に
よ
る
増
額

◆
道
路
新
設
改
良
事
業

２
，
２
０
０
万
円

　
　

　大
菅
阿
毘
縁
線
及
び
生
山
印
賀
線
増

工
に
よ
る
工
事
請
負
費
の
増
額

◆
耕
地
災
害
復
旧
事
業

２
，
２
０
０
万
円

　
　

　令
和
２
年
６
月
・
７
月
豪
雨
に
よ
る

農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
費
︵
委
託
料
・
工
事
請
負
費
︶

　新型コロナウイルス感染症対策として、町内の集会所・公民館等におけ

る換気設備及び空調設備の新設または更新に要する経費を補助する。

（令和２年４月１日以降の設置を対象とし、１集会所等につき、それぞれ

２台まで）補助率 : 2/3以内（補助限度額50万円）

感染症対策環境整備事業費補助金 ４００万円

一般会計補正予算

　町内で農地を所有する方または町内に利用権設定を受けて農地を借りて

いる方で、令和2年4月1日以降に自走式草刈り機を購入された方に補助する。

（ただし、耕作面積1ｈａ未満で農業生産活動を行っている農家）　　

補助率：1/3以内（補助限度額10万円）

小規模農家スマート農業支援事業補助金 ５００万円

　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザ感染症が同時流行す

ることで、医療機関のひっぱくが懸念される。このリスク軽減と接種率向

上を目指してインフルエンザ予防接種費用を無償化とする。

インフルエンザ予防接種無償化  ６２３万円

　現在、発熱外来の診療を仮設コ

ンテナで行っているが、新たに病

院敷地内に発熱外来診療室を整備

する。

日南病院発熱外来診察室整備工事 ３,１２４万円
現
在
の
発
熱
外
来
診
療
室

　中山間地域等直接支払交付金事業に

取り組む集落協定が、令和2年4月1日

以降に高性能草刈り機等を購入したと

きに補助する。

補助率：1/3以内

（補助限度額100万円）

中山間地域等農村景観整備事業費補助金  １,０００万円 

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

改修される日南邑ログハウス
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２億7,700万円の使い方地方創生臨時交付金

臨時会特集
7月20日、8月7日、10月16日

臨時会特集

　
　

　
　お
も
な
補
正
予
算

◆
庁
舎
管
理
事
務

　２
０
０
万
円

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
感
染
対
策
の
た
め
分
散
執
務
に
必
要

な
電
話
機
と
回
線
の
増
設

◆
電
算
管
理
運
営
事
務

８
６
３
万
円

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
に
対
応

◆
児
童
福
祉
費

　
　

 

１
５
０
万
円

　
　

　新
生
児
出
産
育
児
応
援
給
付
金
を
、

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保
護
者
に
支

給
︵
１
人
10
万
円
、
15
人)

◆
日
南
町
人
材
育
成
事
業

４
２
０
万
円(

80
人)

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
な
か
、
修
学
の
た
め
町
外
で
暮

ら
す
日
南
町
出
身
の
学
生
を
支
援
す
る

た
め
、
特
産
品
と
応
援
金
を
交
付

(

特
産
品
１
万
円
相
当
、
応
援
金
４
万
円)

令和２年度補正予算結果
（7月臨時会〜10月臨時会分）

4億183万3千円

△85万7千円

643万1千円

572万円

40万円

補正額 予算総額

76億6,871万8千円

6億5,273万1千円

9億4,246万5千円

9億4,246万5千円

9,848万5千円

△227万3千円

△119万1千円

3,124万円

2億1,166万3千円

2億5,572万7千円

15億8,628万9千円

◆一般会計（4回〜8回目の補正）

◆介護保険特別会計（２回目の補正）

◆介護サービス事業特別会計（１回目の補正）

◆後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）

◆簡易水道事業会計（１回目の補正）

◆下水道事業会計（１回目の補正）

◆病院事業会計（３回目の補正）

◆国民健康保険特別会計(２〜3回目の補正）

◆
学
校
管
理
運
営
事
務

３
９
８
万
円

　

(

８
ヵ
月
分)

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
に
、
小
中
学
校
の
施
設
の
消
毒
清

掃
を
外
部
委
託

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
日
南
町
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
強
じ
ん
化

工
事

契
約
の
相
手
方

　

(

株)

中
電
工

契
約
金
額

　６
，
３
２
５
万
円

◆
日
南
町
木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事

工
事
場
所

　日
南
町
下
石
見

契
約
の
相
手
方

日
南
町
木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事

サ
ワ
タ
建
設
・
福
岡
組
・
大
柄
組
・
日

南
振
興
特
定
建
設
共
同
企
業
体

代
表
者

　サ
ワ
タ
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　澤
田
信
介

契
約
金
額

　２
億
５
，
６
３
０
万
円

　
　補
正
予
算

◆
電
算
管
理
運
営
事
務

６
９
９
万
円

　
　

　職
員
用
パ
ソ
コ
ン
購
入

◆
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営
事
務

３
，
６
９
５
万
円

　
　

　町
内
避
難
所
の
公
衆
無
線
環
境
の
整
備

　これまで3回の臨時会では、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のための緊

急を要する補正予算が提案され、全て

の議案を全員一致で可決しました。

財源は「新型コロナウイルス感染対応

地方創生臨時交付金」を活用したもの

で、全額国庫補助金です。条例の一部

改正などと併せて紹介します。

　
　

条
例
改
正

　ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な

ど
の
利
用
料
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　日
南
町
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
光
化
工
事

(

一
般
競
争
入
札)

契
約
の
相
手
方

　

(

株)

中
電
工

契
約
金
額

　５
億
６
，
６
３
０
万
円

　

※

　昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
光
化

　工
事
は
今
年
度
、
町
内
全
世
帯(

総
事

　業
費
約
13
億
円)

で
完
了

　
　お
も
な
補
正
予
算

◆
防
災
対
策
事
業

２
，
６
０
０
万
円

　
　

　町
内
避
難
所
に
発
電
機
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
テ
ン
ト
、
検
温
サ
ー
モ
カ
メ
ラ

を
設
置

◆
企
業
支
援
対
策
事
業

４
，
６
０
０
万
円

　
　

　町
民
に
買
い
物
割
引
券
と
お
食
事
券

を
配
布

　

(

９
月
30
日
現
在
の
利
用
率
は
、
買
い

　物
割
引
券
が
31
％
、
お
食
事
券
が

　17
％)

◆
民
生
一
般
管
理
事
務

２
５
３
万
円

　
　

　低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
国

の
事
業
に
町
が
上
乗
せ
し
て
支
給

◆
介
護
保
険
事
業

　５
７
２
万
円

　
　

　日
南
福
祉
会
﹁
あ
か
ね
の
郷
﹂
と

﹁
あ
さ
ひ
の
郷
﹂
にW

i-F
i

整
備

◆
学
校
教
育
費

　
　２
６
２
万
円

　
　

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
小
中

学
生
の
家
庭
が
整
備
す
る
補
助
金
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
、
i
p
a
d
導
入

設
定
委
託

◆
図
書
館
管
理
事
務

１
０
０
万
円

　
　

　図
書
館
の
書
籍
消
毒
機
購
入
費

◆
日
南
病
院
に
発
熱
外
来
の
診
療
室
を

　新
設
す
る
設
計
監
理
費

２
５
０
万
円

　
　

交 付 金

〇第１次交付金配分額

〇第２次交付金

　配分額

家賃支援

新たな生活様式

合　計

金　額

61,739,000円

24,407,000円

191,359,000円

277,505,000円

日南町

第
５
回 

臨
時
会

７
月
20
日

第
６
回 

臨
時
会

８
月
７
日

第
８
回 

臨
時
会

10
月
16
日

こんにちは赤ちゃん

敷設される光ケーブル
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２億7,700万円の使い方地方創生臨時交付金

臨時会特集
7月20日、8月7日、10月16日

臨時会特集

　
　

　
　お
も
な
補
正
予
算

◆
庁
舎
管
理
事
務

　２
０
０
万
円

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
感
染
対
策
の
た
め
分
散
執
務
に
必
要

な
電
話
機
と
回
線
の
増
設

◆
電
算
管
理
運
営
事
務

８
６
３
万
円

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
に
対
応

◆
児
童
福
祉
費

　
　

 

１
５
０
万
円

　
　

　新
生
児
出
産
育
児
応
援
給
付
金
を
、

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保
護
者
に
支

給
︵
１
人
10
万
円
、
15
人)

◆
日
南
町
人
材
育
成
事
業

４
２
０
万
円(

80
人)

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
な
か
、
修
学
の
た
め
町
外
で
暮

ら
す
日
南
町
出
身
の
学
生
を
支
援
す
る

た
め
、
特
産
品
と
応
援
金
を
交
付

(

特
産
品
１
万
円
相
当
、
応
援
金
４
万
円)

令和２年度補正予算結果
（7月臨時会〜10月臨時会分）

4億183万3千円

△85万7千円

643万1千円

572万円

40万円

補正額 予算総額

76億6,871万8千円

6億5,273万1千円

9億4,246万5千円

9億4,246万5千円

9,848万5千円

△227万3千円

△119万1千円

3,124万円

2億1,166万3千円

2億5,572万7千円

15億8,628万9千円

◆一般会計（4回〜8回目の補正）

◆介護保険特別会計（２回目の補正）

◆介護サービス事業特別会計（１回目の補正）

◆後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）

◆簡易水道事業会計（１回目の補正）

◆下水道事業会計（１回目の補正）

◆病院事業会計（３回目の補正）

◆国民健康保険特別会計(２〜3回目の補正）

◆
学
校
管
理
運
営
事
務

３
９
８
万
円

　

(

８
ヵ
月
分)

　
　

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
に
、
小
中
学
校
の
施
設
の
消
毒
清

掃
を
外
部
委
託

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
日
南
町
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
強
じ
ん
化

工
事

契
約
の
相
手
方

　

(

株)

中
電
工

契
約
金
額

　６
，
３
２
５
万
円

◆
日
南
町
木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事

工
事
場
所

　日
南
町
下
石
見

契
約
の
相
手
方

日
南
町
木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事

サ
ワ
タ
建
設
・
福
岡
組
・
大
柄
組
・
日

南
振
興
特
定
建
設
共
同
企
業
体

代
表
者

　サ
ワ
タ
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　澤
田
信
介

契
約
金
額

　２
億
５
，
６
３
０
万
円

　
　補
正
予
算

◆
電
算
管
理
運
営
事
務

６
９
９
万
円

　
　

　職
員
用
パ
ソ
コ
ン
購
入

◆
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営
事
務

３
，
６
９
５
万
円

　
　

　町
内
避
難
所
の
公
衆
無
線
環
境
の
整
備

　これまで3回の臨時会では、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のための緊

急を要する補正予算が提案され、全て

の議案を全員一致で可決しました。

財源は「新型コロナウイルス感染対応

地方創生臨時交付金」を活用したもの

で、全額国庫補助金です。条例の一部

改正などと併せて紹介します。

　
　

条
例
改
正

　ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な

ど
の
利
用
料
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　日
南
町
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
光
化
工
事

(

一
般
競
争
入
札)

契
約
の
相
手
方

　

(

株)

中
電
工

契
約
金
額

　５
億
６
，
６
３
０
万
円

　

※

　昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
光
化

　工
事
は
今
年
度
、
町
内
全
世
帯(

総
事

　業
費
約
13
億
円)

で
完
了

　
　お
も
な
補
正
予
算

◆
防
災
対
策
事
業

２
，
６
０
０
万
円

　
　

　町
内
避
難
所
に
発
電
機
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
テ
ン
ト
、
検
温
サ
ー
モ
カ
メ
ラ

を
設
置

◆
企
業
支
援
対
策
事
業

４
，
６
０
０
万
円

　
　

　町
民
に
買
い
物
割
引
券
と
お
食
事
券

を
配
布

　

(

９
月
30
日
現
在
の
利
用
率
は
、
買
い

　物
割
引
券
が
31
％
、
お
食
事
券
が

　17
％)

◆
民
生
一
般
管
理
事
務

２
５
３
万
円

　
　

　低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
国

の
事
業
に
町
が
上
乗
せ
し
て
支
給

◆
介
護
保
険
事
業

　５
７
２
万
円

　
　

　日
南
福
祉
会
﹁
あ
か
ね
の
郷
﹂
と

﹁
あ
さ
ひ
の
郷
﹂
にW

i-F
i

整
備

◆
学
校
教
育
費

　
　２
６
２
万
円

　
　

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
小
中

学
生
の
家
庭
が
整
備
す
る
補
助
金
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
、
i
p
a
d
導
入

設
定
委
託

◆
図
書
館
管
理
事
務

１
０
０
万
円

　
　

　図
書
館
の
書
籍
消
毒
機
購
入
費

◆
日
南
病
院
に
発
熱
外
来
の
診
療
室
を

　新
設
す
る
設
計
監
理
費

２
５
０
万
円

　
　

交 付 金

〇第１次交付金配分額

〇第２次交付金

　配分額

家賃支援

新たな生活様式

合　計

金　額

61,739,000円

24,407,000円

191,359,000円

277,505,000円

日南町

第
５
回 

臨
時
会

７
月
20
日

第
６
回 

臨
時
会

８
月
７
日

第
８
回 

臨
時
会

10
月
16
日

こんにちは赤ちゃん

敷設される光ケーブル
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令和元年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

一般会計と普通会計の違いとは？
　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、令和元年度の総額は病院補助金225万1千円の繰出を除外したものになっています。

９月定例会に提案された、令和元年度の一般会計などの決算認定議案は、部会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は8〜11ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

75億4,520万円

6億1,760万4千円

9億6,601万円

1億32万6千円

1億108万3千円

1,322万2千円

93億4,344万5千円

73億1,362万3千円

6億807万5千円

9億3,666万6千円

1億32万5千円

1億107万7千円

1,313万6千円

90億7,290万6千円

2億3,157万7千円

952万8千円

2,934万3千円

0円

5千円

8万4千円

2億7,053万4千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
73億1,362万3千円

100％

歳入総額
75億4,520万円

100％

その他
2億4,231万1千円

3.2％

町債
10億5,187万1千円

13.9％

13億8,778万3千円

18.4％

地方交付税
30億1,882万9千円

40.0％

諸収入
2億5,763万8千円

3.4％

繰越金
4億3,125万2千円

5.7％

町税
4億5,658万2千円

6.1％

地方譲与税等
1億8,531万4千円

2.5％

県支出金
11億3,231万5千円

15.0％

国庫支出金
7億6,908万8千円

10.2％

自
主

財
源　　　　依存

財
源
　
　
　
　
　

総務費
15億1,253万9千円

20.7％

民生費
10億5,616万4千円

14.4％

衛生費
9億2,534万3千円

12.7％

農林水産業費
11億6,069万円

15.9％

災害復旧費
7億1,911万1千円

9.8％

教育費
3億9,938万6千円

5.5％

消防費
3億8,586万8千円

5.3％

土木費
3億9,413万7千円

5.4％

商工費
8,362万1千円

1.1％

議会費
6,833万円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和２年3月31日現在）

ＣＡＴＶ施設ＦＴＴＨ化工事災害復旧工事

林業アカデミー 運営事業

公債費
6億843万4千円

8.3％

デジタル防災行政無線整備
2億2,801万3千円

6億2,408万3千円

3,184万7千円

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

1億7,323万9千円

3,840万円

1億9,026万5千円

3,119万2千円

11億4,676万8千円

4,458万7千円

1億5,164万円

1億425万9千円

1億7,212万5千円

1億615万6千円

11億2,686万3千円

1億3,268万3千円

2,159万9千円

△6,585万9千円

1,814万円

△7,496万4千円

1,990万5千円

△8,809万6千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支
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未
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　令
和
元
年
度
は
２
回
の
未
収

金
取
り
組
み
会
議
を
開
催
す
る

な
ど
徴
収
強
化
を
図
り
、
預
金

及
び
給
与
の
差
し
押
さ
え
に
よ

り
、
前
年
度
の
24
件
、
１
，
４

２
２
，
１
６
４
円
に
比
べ
減
っ

た
も
の
の
、
16
件
、
１
，
０
３

３
，
１
８
０
円
の
徴
収
実
績
で

あ
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
効
消
滅

や
所
在
不
明
等
に
よ
り
、
町
税

で
は
９
８
４
，
０
０
３
円
が
不

納
欠
損
の
処
理
を
さ
れ
て
い
る
。

　税
、
使
用
料
及
び
医
療
費
は

ほ
ぼ
同
一
の
滞
納
者
が
見
ら
れ

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
各
課
連

携
を
図
り
滞
納
整
理
を
推
進
さ

れ
た
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底

　平
成
30
年
度
決
算
審
査
に
お

い
て
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
障
害
に

対
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
元
年
度

に
新
た
に
導
入
し
た
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
際
の

ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　シ
ス
テ
ム
障
害
等
に
よ
り

デ
ー
タ
喪
失
し
た
場
合
に
は
多

大
な
影
響
を
被
る
可
能
性
が
あ

る
。
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
は
も
と

よ
り
各
種
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
全
般
に
お
い
て
も
、
再
度

リ
ス
ク
管
理
の
強
化
徹
底
を
図

ら
れ
た
い
。

阿
毘
縁
会
館
維
持
管
理

の
明
文
化
に
つ
い
て

　阿
毘
縁
会
館
は
、
阿
毘
縁
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
阿
毘
縁
簡

易
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
旧

阿
毘
縁
支
所
か
ら
な
る
複
合
施

設
で
あ
る
。

　阿
毘
縁
会
館
を
新
築
し
た
当

初
は
、
建
設
費
用
の
２
割
強
を

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
が
負
担
し
て
い

た
。
し
か
し
、
今
回
の
阿
毘
縁

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修

工
事
費
︵
設
計
監
理
委
託
料 

８
３
６
，
０
０
０
円
、
工
事
請

負
費 

７
，
５
３
２
，
８
０
０

円
︶
の
全
額
を
町
が
負
担
し
て

お
り
、
そ
の
根
拠
が
不
明
確
で

あ
る
。

　関
係
者
に
よ
り
改
修
等
の
費

用
負
担
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
。

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム

の
適
正
な
運
用
を

　農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム

︵
全
国
農
地
ナ
ビ
︶
は
、
農
業

委
員
会
が
整
備
し
て
い
る
農
地

台
帳
に
基
づ
く
農
地
情
報
を
電

子
化
・
地
図
化
し
て
公
開
す
る

た
め
に
整
備
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
が
開
始
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
成
28
年
か
ら
は

農
地
台
帳
情
報
の
逐
次
更
新
や

農
業
委
員
会
等
の
法
令
業
務
な

ど
で
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　日
南
町
農
業
委
員
会
で
は
農

地
台
帳
情
報
の
逐
次
更
新
デ
ー

タ
作
成
委
託
︵
３
９
６
，
０
０

０
円
︶
に
よ
り
更
新
デ
ー
タ
の

作
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の

更
新
デ
ー
タ
が
農
地
情
報
公
開

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
最
新
の
デ
ー
タ
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

　農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の

導
入
目
的
に
沿
っ
た
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
適
正
な
事
務
処

理
を
行
わ
れ
た
い
。

令
和
元
年
度
決
算
の
監
査
委
員
意
見

代
表
監
査
委
員　

藤
森 

高
善

監 

査 

委 

員　

岩
﨑 

昭
男

比率名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

比率の内容

一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化

全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化

借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）

借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度

公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

7.2％で良好

マイナスで良好

資金不足なし

令和元年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を
圧迫する可能性は低いということになります。

改修工事費の全額を町が負担していた阿毘縁会館

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
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　令
和
元
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
決
算
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

︵
議
長
を
除
く
９
人
で
構
成
、
委
員
長
・
久
代
安
敏
議
員
、
副
委
員
長
・
古
都
勝
人
議
員
︶

　９
月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の

意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

借金・貯金はどれだけある？

令和元年度末の日南町の借金は、76億7,371万円あります。

（一般会計、特別会計の合計額。ただし、上下水道事業会計、病

院事業会計は除く）
貯金（基金）は、62億6,136万円あります。

町民1人あたりで計算すると、借金は173万円で、貯金は141万

円となります。

　　　　（人口は令和２年3月31日現在4,448人）

単位:億円

100

80

60

40

20

0

借金（地方債残高）

貯金（基金）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

決
算
書
類
の
改
善
を

　事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
に

つ
い
て
の
表
記
は
あ
る
が
課
題

の
記
載
が
な
い
事
業
や
、
予
算

と
決
算
の
対
比
が
明
確
で
な
い

な
ど
改
善
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。

作
表
や
項
目
を
整
理
し
更
な
る

充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

適
切
な
予
算
管
理
を

　一
般
会
計
一
般
会
計
の
不
用

額
６
億
４
，
６
０
０
万
円
を
は

じ
め
、
特
別
会
計
を
含
め
た
合

計
は
７
億
３
，
７
０
０
万
円
に

の
ぼ
る
。
当
初
予
算
の
執
行
過

程
で
不
用
額
が
明
確
に
な
っ
た

時
点
で
速
や
か
に
補
正
対
応
し
、

適
切
な
予
算
管
理
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

支
払
い
事
務
を
迅
速
に

　政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止

等
に
関
す
る
法
律
に
反
し
て
、

相
手
方
へ
の
支
払
が
遅
延
し
た

事
例
が
複
数
あ
る
。
法
の
趣
旨

及
び
定
め
に
則
り
支
払
を
行
わ

れ
た
い
。
ま
た
、
補
助
金
な
ど

に
つ
い
て
も
迅
速
に
交
付
さ
れ

た
い
。

集
落
支
援
員
の
募
集

　集
落
支
援
員
の
募
集
要
項
等

の
内
容
を
、
ま
ち
︵
む
ら
︶
づ

く
り
協
議
会
会
長
及
び
事
務
長

に
十
分
に
説
明
さ
れ
、
円
滑
な

協
議
会
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。

町
の
情
報
発
信

　行
政
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
は
じ
め
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
イ
ン
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
で
発
信
し
て
い
る
が
、

重
要
な
情
報
が
迅
速
に
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
期
限
が

切
れ
た
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
・
管

理
が
不
十
分
で
あ
る
。

　担
当
職
員
の
増
員
を
図
る
な

ど
情
報
発
信
体
制
を
強
化
さ
れ
、

正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
発
信
を

図
ら
れ
た
い
。

町
造
林
事
業
の
早
期
発
注

　下
刈
り
の
発
注
時
期
が
遅
れ

て
い
る
。

　造
林
事
業
の
作
業
に
は
適
期

が
あ
り
、
受
注
者
の
作
業
計
画

に
考
慮
し
た
早
期
の
発
注
が
必

要
で
あ
る
。

二
酸
化
炭
素
削
減
の

統
一
基
準

　二
酸
化
炭
素
削
減
量
の
算
定

基
礎
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数

が
住
民
課
と
企
画
課
で
は
差
異

が
あ
る
の
で
統
一
を
図
ら
れ
た
い
。 発注が遅れた町有林の下刈り

分かりやすさが求められるホームページ
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　森
林
整
備
基
金
と
の
関

係
は
。

　
　税
か
ら
事
業
費
を
除
き
、

残
り
を
基
金
に
積
む
。

　
　町
の
魅
力
を
十
分
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

返
礼
品
以
外
の
働
き
か
け
は
。

　
　楽
天
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
利
用
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
寄
附
者

へ
案
内
状
を
毎
年
送
付
し
て

い
る
。

　
　決
算
時
に
何
件
未
払
い

が
あ
っ
た
か
。

　
　数
件
あ
っ
た
。
例
月
出

納
検
査
で
も
常
に
何
件
か
あ
る
。

再
発
防
止
策
を
提
案
し
た
。

　
　他
の
税
に
比
べ
滞
納
率

が
高
い
が
。

　
　特
定
の
方
14
人
程
度
が

滞
納
し
て
い
る
。

　
　滞
納
者
へ
生
活
保
護
の

制
度
を
紹
介
し
て
い
る
か
。

　
　福
祉
保
健
課
と
連
携
し

紹
介
し
て
い
る
。

　
　建
物
利
用
料
の
支
払
状

況
は
。

　
　平
成
27
、
28
年
度
猶
予
、

平
成
29
、
30
、
令
和
元
年
度
免
除
。

　
　決
算
状
況
は
。

　
　人
材
確
保
が
難
し
く
規

模
縮
小
し
て
き
た
た
め
厳
し

い
。
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
経
営

再
建
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
　病
床
の
稼
働
状
況
と
交

付
税
額
は
。

　
　99
床
中
66･

２
床
稼
働
。

交
付
税
は
１
床
２
３
０
万
円

︵
不
採
算
地
区
病
院
︶
、
救

急
指
定
３
２
９
０
万
円
、
救

急
１
６
９
万
７
千
円×

２
床
、

過
疎
債
、
病
院
債
の
償
還
補

填
あ
わ
せ
て
計
３
億
１
２
４

４
万
６
千
円
。

　
　若
者
定
住
と
地
域
後
継

者
確
保
の
成
果
は
。

　
　世
帯
や
夫
婦
で
移
住
し

た
方
何
名
か
を
臨
時
職
員
と

し
て
採
用
し
た
。

　
　町
外
在
住
職
員
へ
の
働

き
か
け
は
。

　
　住
宅
施
策
な
ど
町
内
に

住
み
た
い
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
く
。

　
　修
繕
見
積
り
し
た
登
録

物
件
の
選
定
条
件
は
。

　
　居
住
希
望
者
か
ら
依
頼

が
あ
っ
た
物
件
で
あ
る
。

　
　実
際
に
修
繕
、
入
居
し
た
か
。

　
　１
件
入
居
。
も
う
１
件

は
今
後
入
居
の
予
定
。

　
　収
集
所
へ
ご
み
出
し
で

き
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
は
。

　
　自
宅
ま
で
個
別
収
集
に

伺
っ
て
い
る
。

　
　家
庭
系
ご
み
が
増
え
て

い
る
が
啓
発
活
動
は
。

　
　自
治
会
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
学
習
会
を
実
施
し
て
い

る
。　

　所
有
者
、
耕
作
者
へ
の

問問問問問問問問

問問問問問問問問問問問問問問

答答答答答答答答

質

疑

応

答

決
算
認
定
議
案

森
林
環
境
譲
与
税

ふ
る
さ
と
納
税

支
払
い
遅
延

国
保
税
の
滞
納

日
南
病
院

職
員
の
採
用

日
南
福
祉
会

空
き
家
バ
ン
ク

ご
み
収
集

遊
休
農
地

農
業
研
修
生

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

︵
建
物
部
分
︶

地
籍
調
査

問問問問問問問問問問

問問問問問問問問問問問問

答答答答答答答答答答答答

答答答答答答答答答答答答

答答答答答答答答

答答答答答答答答答答答答 指
導
は
。

　
　県
の
農
業
会
議
事
務
局

長
か
ら
研
修
を
受
け
た
。
今
年

は
し
っ
か
り
意
向
を
確
認
す
る
。

　
　固
定
資
産
税
の
軽
減
の

対
象
件
数
と
面
積
は
。

　
　４
件
、
37
筆
、
４
２
，

２
９
２
㎡
。

　
　応
募
者
減
、
中
途
退
職

者
増
へ
の
対
策
は
。

　
　日
南
町
は
２
年
目
の
実

作
研
修
が
特
徴
。
農
大
等
へ

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　指
定
管
理
者
の
収
入
の

７
〜
８
割
が
Ｉ
Ｔ
事
業
だ
が

施
設
の
活
用
状
況
は
。

　
　把
握
し
て
い
な
い
。

　
　契
約
を
打
ち
切
っ
て
は
。

　
　令
和
３
年
度
末
の
契
約

更
新
時
に
検
討
す
る
。

　
　リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

の
感
触
は
。
町
内
全
域
で
使

え
る
か
。

　
　良
か
っ
た
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
。
外
周
が
確
定
し

杭
が
必
要
な
い
部
分
で
使
え
る
。

　
　進
捗
の
目
標
５･

25
㎢
だ

が
、
達
成
は
３･

77
㎢
。
未
達

の
原
因
は
。

　
　県
の
進
捗
率
と
比
べ
そ

ん
色
な
い
の
で
理
解
を
。

　
　不
在
地
主
増
加
の
影
響
は
。

　
　委
任
状
で
対
応
し
て
る

が
連
絡
不
能
で
筆
界
未
定
の

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
　修
繕
、
新
築
の
長
期
計

画
の
内
容
と
策
定
時
期
は
。

　
　修
繕
に
よ
る
長
寿
命
化
を

主
眼
に
今
年
度
末
ま
で
に
策
定
。

　
　バ
ス
ツ
ア
ー
へ
町
外
か

ら
参
加
し
た
女
性
の
感
想
と

成
果
は
。

　
　米
子
市
を
含
む
生
活
圏

一
体
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
た
。
成
婚
者
３
名
中
２
名

が
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
。

　
　消
費
増
税
の
影
響
は
。

　
　食
材
の
値
上
が
り
で
苦

労
し
た
。
今
年
度
か
ら
米
飯

代
補
助
が
あ
り
助
か
る
。

　
　日
南
町
産
食
材
に
特
化

し
た
日
を
設
け
て
は
。

　
　食
材
の
出
荷
日
を
合
わ

せ
る
の
が
困
難
。
今
後
考
え
る
。

問問 問問 問問 問問 問問

県
営
住
宅

婚
姻
奨
励

学
校
給
食

令和元年度　決算認定
一般会計

反対　　　岡本健三議員
　「同和」の語を使いながら他の人権問題への歳出
が多額である。また、可燃ごみの3割をプラスチッ
クや生ごみが占めている事は問題だ。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　期待した成果が上がっていない事業もあるが、林
業アカデミーの開校や介護サービス事業支援など適
切な予算執行がされている。

反対　　　久代安敏議員
　昨年10月からの消費税増税に上下水道の料金据え
置きは評価するが、学校給食費の無償化を決断すべ
きである。

賛成　　　大西　保議員
　光ケーブル事業や防災・行政無線デジタル化事業
等予定通り執行されている。学校給食費の無償化に
ついては現行のままでよい。

介護保険特別会計

賛成　　　近藤仁志議員
　第6期介護保険料は5,700円に据え置き、県内市町
村で14番目と安く設定されている。所得に応じて10
段階に分化され負担軽減もされている。

　　　岡本健三議員
　介護保険料の据え置きは評価できるが、2億円以
上ある基金を利用し、さらに保険料や利用料負担の
引き下げをするべきである。

反対

賛成　　　櫃田洋一議員
　訪問型サービス事業、生活支援サービス事業等に
より介護予防、日常生活の支援や健康増進に取り組
み事業計画に基づき適切に執行されている。

　　　久代安敏議員
　介護保険制度は自治事務であり、保険料は被保険
者の所得実態に合わせて徴収すべきで今の保険料は
高すぎる。

反対
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後期高齢者医療特別会計

反対　　　岡本健三議員
　後期高齢者支援金が年々増大し、健康保険など被
用者保険の財政を悪化させる要因となっている。制
度の改革を考えるべきである。

賛成　　　荒木　博議員
　高齢化が進み医療費が増えていく中で日本が世界
に誇る国民皆保険制度のなかで、医療の安全や質を
落とさずに安定した保険制度である。

反対　　　久代安敏議員
　75歳以上の高齢者を年齢で区別することそのもの
に問題がある。団塊の世代が75歳になれば特段に保
険料が上がる仕組みは廃止すべき。

賛成　　　近藤仁志議員
　後期高齢齢者の方に１割負担を求め、残りを現役
世代からの支援と公費で賄い、世代間の負担を明確
に図った制度となっているので可決すべきである。

反対　　　岡本健三議員
　当初と状況が変わったので、福祉会の建物利用料
を全額免除し、就労条件の改善など現実的で展望の
ある方針をとれるようにすべきである。

賛成　　　岩﨑昭男議員
　施設使用料は令和元年度も免除の扱いとなってい
るが、このような行政による支援策を行いながら、
福祉会の経営安定につなげている。

反対　　　久代安敏議員
　日南福祉会の施設利用料負担は、公設民営の理念
に逸脱しており、財政調整基金で町が全額負担を決
断すべき。

賛成　　　古都勝人議員
　公設民営は当初からの計画である。町が全体的な
面倒を見ながら、使用料については毎年相談をして
決めることになっている。

介護サービス事業特別会計

国民健康保険特別会計

　　　岡本健三議員
　生まれた途端に収入もないのにただ生きているだ
けで税を取られる均等割は、少なくとも18歳以下の
子どもについては免除すべきである。

賛成　　　岩﨑昭男議員
　軽減することについては公平性という観点から、
広く議論を行い被保険者の理解を得る必要がある。

賛成　　　古都勝人議員
　子ども達が将来安心して過ごせるように、基金を
持っていながら安定した状態で特別会計は推してい
くべき。

　　　久代安敏議員
　国保会計が都道府県一元化になって2年目の国民
健康保険税は国保基金を使ってさらに引き下げ可能
だ。

反対

反対

論討
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　目
標
達
成
に
向
け
て
役
割
を
実
践

で
き
る
よ
う
﹁
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員

会
︵
仮
称
︶
﹂
を
中
心
に
整
え
て
い

く
と
あ
る
が
、
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

　ま
だ
委
員
会
は
出
来
て
い
な
い
。

今
年
度
中
に
は
構
成
す
る
。

　職
員
へ
の
意
識
の
啓
発
、
町
民
へ

の
普
及
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　職
員
向
け
の
研
修
、
各
課
で
何
が

で
き
る
か
整
理
し
て
進
め
た
い
。

　町
民
、
来
庁
者
等
が
分
か
り
や
す

く
認
識
で
き
る
よ
う
17
の
ア
イ
コ
ン

を
各
課
の
プ
レ
ー
ト
に
表
示
し
て
は
。

　庁
舎
内
に
和
傘
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス

カ
イ
や
玄
関
を
入
っ
た
つ
き
当
り
に

17
の
開
発
目
標
を
プ
リ
ン
ト
し
て
掲

示
し
明
確
に
し
て
い
る
。

　モ
デ
ル
未
来
都
市
・
モ
デ
ル
事
業

は
交
付
金
が
あ
る
が
、
次
の
目
標
と

櫃田洋一 議員

し
て
目
指
さ
な
い
の
か
。

　森
を
守
り
、
木
材
を
使
う
と
い
う

テ
ー
マ
で
推
進
し
、
気
運
を
高
め
な
が

ら
実
践
し
て
、
そ
の
中
で
固
ま
れ
ば
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
申
請
し
た
い
。

　農
業
法
人
の
育
成
、
新
規
就
農
者
の

参
入
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　法
人
化
が
進
ん
で
い
る
が
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
の
で
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
推
進
し
、
労
働
力
の
省
力
化
と

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答 答答

　中
村
町
長

答答

　坂
本
農
林
課
長

答答

　町

　長

生
産
性
を
上
げ
る
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、
研
修

制
度
を
よ
り
充
実
さ
せ
日
南
町
の
特

徴
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
農
業
以
外
の
と

こ
ろ
も
考
え
て
い
く
。

　中
山
間
地
域
集
落
協
定
、
多
面
的
機

能
支
払
、
両
組
織
と
も
高
齢
化
し
パ
ソ

コ
ン
も
不
得
意
な
方
も
い
る
の
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
で

の
提
出
は
難
し
さ
も
あ
り
簡
素
化
が
必

要
で
は
。

　様
式
や
対
象
農
地
の
見
直
し
で
苦

労
さ
れ
た
点
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、

町
で
入
力
し
た
も
の
の
確
認
作
業
を

し
て
も
ら
い
、
お
互
い
に
努
力
し
て

お
け
ば
次
年
度
以
降
の
簡
素
化
に
つ

な
が
る
。

　

｢

日
南
町
で
暮
ら
す
こ
と
の
楽
し
さ
、

都
会
で
経
験
で
き
な
い
暮
ら
し
を
発

信
﹂
と
あ
る
が
、
一
時
的
な
滞
在
で

あ
れ
ば
良
い
が
、
移
住
で
あ
れ
ば
そ

の
後
の
生
活(

仕
事
・
教
育
・
生
活
ス

タ
イ
ル)

を
想
像
で
き
る
こ
と
が
大
切
。

　住
ま
い
、
教
育
、
子
供
の
支
援
策

な
ど
ト
ー
タ
ル
に
必
要
だ
と
思
う
。

ど
こ
ま
で
特
徴
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
考

慮
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
も
進
め
て
い
る
。

小学生が色付けした和傘

問問

答答

SDGｓの推進、達成の

　　　　　　　取り組みは

第６次日南町総合計画で

　　明確に位置付け進める

問問

町
S
D
G
ｓ
推
進
委
員
会

問問

啓
発
・
普
及

問問

サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト

問問

次
の
ス
テ
ッ
プ

問問

今
後
の
農
業

問問

書
類
の
簡
素
化

問問

移
住
・
定
住

一般質問
一般質問

答答と問問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
。
２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
２
０
３
０
年
ま
で
の

15
年
間
で
世
界
が
目
指
す
べ
き
共
通

目
標
。

　地
球
を
保
護
し
、
す
べ
て
の
人
が

平
和
と
豊
か
さ
を
持
続
し
て
享
受
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
。
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大西　保 議員

問問

中心地構想を合わせて検討する

　　　

答答

　コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
事
業
を
ウ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
が
行
う
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　製
材
業
の
再
稼
働
は
困
難
な
た
め
、

コ
ン
テ
ナ
苗
事
業
に
よ
る
収
益
を
確

保
し
、
ま
た
施
設
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
の
設
備
・
建

物
・
土
地
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
で
施
設
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
具
体

的
な
も
の
は
ま
だ
な
い
。
中
心
地
域

構
想
と
あ
わ
せ
て
町
で
も
検
討
す
る
。

　町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　町
有
地
の
賃
貸
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
、
チ
ッ
プ
製
造
の
破
砕
機
等

の
導
入
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

　進
出
企
業
２
社
の
財
務
諸
表
を
基

に
企
業
体
力
や
企
業
体
質
を
調
査
確

認
し
て
い
る
の
か
。

　進
出
企
業
の
決
算
書
を
確
認
し
て

い
る
。
今
回
の
事
業
で
は
、
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
の
出
資
が
必
要
と
な
り
事

業
計
画
や
企
業
の
経
営
状
況
の
厳
格

な
審
査
を
受
け
て
い
る
。
導
入
す
る

設
備
や
稼
働
状
況
に
つ
い
て
は
森
林

組
合
が
長
崎
県
の
工
場
で
確
認
し
て

い
る
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町
長

答答

　町
長

答答

　町
長

　町
長

答答

　町
長

答答

　町
長

答答

ウッドカンパニーが行うコンテナ苗事業

ウッドカンパニーの

　　　施設・土地の今後は

問問

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
事
業

問問

ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
の

今
後

問問

覚
書
の
原
本
管
理
は

問問

今
後
の
文
書
管
理

問問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
計
画

問問

進
出
企
業
の
調
査

問問

今
後
の
進
め
方

　設
置
予
定
地
の
地
元
生
山
自
治
会

に
対
し
て
﹁
報
告
・
説
明
会
﹂
を
予

定
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
町
と
自
治

会
と
で
事
前
協
議
の
覚
書
を
取
り
交

わ
し
て
い
る
が
、
覚
書
の
原
本
管
理

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　文
書
管
理
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

総
務
課
が
保
管
し
て
い
る
。

　協
定
書
や
覚
書
の
文
書
管
理
方
法

に
つ
い
て
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　重
要
な
書
類
は
原
本
と
副
本
︵
担

当
課
︶
２
か
所
で
保
管
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

　今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
か
れ

る
の
か
。

　説
明
会
で
出
た
課
題
に
つ
い
て
は
、

課
題
ご
と
に
真
摯
に
対
応
し
、
住
民

の
理
解
と
協
力
の
も
と
進
め
る
。

−13−



−15−

にちなん議会だより　令和２年10月発行　No.161

町政のここが聞きたい

問問

答答

　ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て
調
査
す

る
よ
う
指
導
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果

と
今
後
の
対
応
は
。

　町
内
広
葉
樹
面
積
か
ら
す
る
と
被

害
は
多
く
な
い
。
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
対
策
を
講
じ
る
が
、
基
本
的

に
は
自
然
更
新
と
す
る
。

　当
初
予
算
で
は
被
害
木
の
立
木
伐

採
等
に
委
託
費
１
２
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
執
行
さ
れ
た
か
。

　森
林
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
は
内

諾
を
得
て
い
る
。
今
時
点
で
の
緊
急

性
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
委
託
契
約
を
締
結
す
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
と
し
て
、W

i-F
i

環
境
整
備
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
機
器
の
導
入
な
ど
補
正

予
算
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
が
、
進

捗
及
び
利
用
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　

W
i-F

i

環
境
設
備
は
、
既
に
整
備
が

完
了
し
、
現
在
は
病
院
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
て
、
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
﹂
を
ほ
ぼ
毎
日
実
施
し
て
い
る
。

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
は
、
10
月
か
ら

の
稼
働
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
は
症
状
の
あ
る
患
者
等
が

保
健
所
の
指
示
で
検
査
対
象
と
な
る

が
、
そ
れ
以
外
の
受
け
入
れ
は
、
受

診
条
件
や
費
用
な
ど
を
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

　水
稲
の
収
穫
期
を
迎
え
、
例
年
以

上
に
各
地
域
か
ら
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

声
が
聞
か
れ
る
。
町
で
も
対
策
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
獣
害

対
策
、
新
技
術
も
開
発
、
成
果
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　本
町
も
導
入
を
視
野
に
入
れ
た
検

討
が
必
要
で
は
。

　従
来
か
ら
の
基
本
対
策
を
実
施
し

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　町

　長

答答
な
が
ら
、
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
被

害
の
減
少
に
努
め
た
い
。

　中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

第
五
期
対
策
が
始
ま
っ
た
。
﹁
集
落

戦
略
の
作
成
﹂
を
条
件
に
10
割
交
付

と
な
る
が
、
や
む
な
く
８
割
交
付
を

甘
受
さ
れ
た
協
定
数
と
、
新
設
・
拡

充
の
加
算
措
置
に
取
り
組
ま
れ
る
協

定
数
は
。

　参
加
予
定
で
あ
る
51
協
定
中
、
８

割
交
付
と
な
る
協
定
は
無
く
、
加
算

措
置
に
取
り
組
む
協
定
は
24
協
定

︵
延
べ
協
定
数
︶
と
な
る
。

　地
域
に
あ
る
飲
食
店
の
窮
状
が
届

い
て
い
る
と
思
う
。
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
は
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、

交
流
の
場
を
確
保
す
る
意
味
に
お
い

て
、
公
助
の
考
え
も
必
要
で
は
な
い

か
。　各

施
設
の
成
り
立
ち
、
経
営
の
思

い
は
様
々
で
、
支
援
の
あ
り
方
も
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
や
町
民
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
声
を
も
と
に
運
営
の
あ
り
方
、

運
営
方
法
等
の
議
論
が
必
要
。
そ
の

上
で
公
助
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
で

き
れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
。

近藤仁志 議員

日南病院にPCR検査機器の導入は

10月からの稼働に向けて

　　　　　　準備中である

問問
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

第
五
期
対
策
の
参
加
状
況

問問

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

問問

伐
採
の
委
託
契
約

問問
日
南
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

問問
獣
害
対
策
の
新
技
術
導
入

問問

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

日南病院に導入されたPCR検査機器
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岡本健三 議員

問問

答答

一般質問
一般質問

答答と問問

　﹁
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基

本
構
想
︵
案
︶
﹂
は
、
西
部
圏
域
の

一
般
ご
み
の
処
理
施
設
を
集
約
し
令

和
14
年
か
ら
使
用
す
る
構
想
案
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
重
大
な
問

題
が
あ
る
。

　ま
ず
、
ご
み
処
理
を
適
切
に
進
め

る
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
総
額
４
６
０
億
円

を
超
え
る
巨
大
事
業
の
実
施
に
は
住

民
の
合
意
が
重
要
で
あ
る
。

　日
南
町
と
し
て
構
想
案
へ
の
参
画

の
可
否
を
決
定
す
る
前
に
、
住
民
説

明
会
を
設
け
て
は
。

　事
業
の
方
向
性
は
従
来
か
ら
変
わ

ら
な
い
。
ま
た
町
内
の
現
場
環
境
も

新
た
な
影
響
は
な
い
の
で
、
説
明
会

を
設
け
る
予
定
は
な
い
。

　構
想
案
で
は
既
存
の
ご
み
処
理
施

設
の
利
用
が
除
外
さ
れ
、
新
規
施
設

の
建
設
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
可
燃
ご
み
施
設
の
広
域
化
は
平

成
13
年
に
策
定
さ
れ
た
長
期
計
画
を

踏
襲
し
た
も
の
で
、
近
年
の
ご
み
の

減
量
化
や
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
地
球

温
暖
化
な
ど
の
世
界
的
な
流
れ
を
考

慮
し
て
い
な
い
。

　既
存
施
設
の
長
寿
命
化
や
ご
み
の

減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
な
ど

に
よ
り
、
財
政
と
環
境
に
配
慮
し
た

ご
み
処
理
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　町
の
可
燃
ご
み
処
理
施
設
は
す
で

に
30
年
を
経
過
し
て
お
り
長
寿
命
化

は
望
め
な
い
。
黒
坂
の
く
ぬ
ぎ
の
森

は
22
年
だ
が
現
時
点
で
何
も
言
え
な

い
。
財
政
面
や
将
来
人
口
等
を
考
慮

し
広
域
化
を
目
指
す
べ
き
。

　広
域
化
し
て
も
年
間
１
万
４
千
ト

ン
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
を
実
質
排
出
す
る
。

そ
の
上
、
発
電
の
た
め
プ
ラ
ご
み
を

含
む
大
量
の
ご
み
が
必
要
に
な
る
が
。

　規
模
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
く
ば
く
か

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
し
て
い
く
。

問問

　１
万
４
千
ト
ン
の

　Ｃ
Ｏ
２
を
排
出

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　中
村
町
長

　町

　長

答答

　浅
田
住
民
課
長

答答

　町

　長

答答 　現
状
で
町
の
可
燃
ご
み
の
３
割
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
生
ご
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
紙
や
布
の
分
別
も
徹
底
し

思
い
切
っ
た
減
量
化
を
す
れ
ば
無
理

な
広
域
化
は
必
要
な
い
の
で
は
。

　減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
は

変
わ
ら
な
い
。
で
き
る
こ
と
は
し
て

い
く
。
し
か
し
、
単
町
で
可
燃
ご
み

処
理
施
設
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
。

　徳
島
県
上
勝
町
や
鹿
児
島
県
大
崎

町
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
率
80
％
前
後
の

先
進
的
な
自
治
体
の
取
組
を
参
考
に

し
た
か
。

　西
部
広
域
の
検
討
会
で
は
参
考
に

し
な
か
っ
た
。

　こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、

10
月
末
ま
で
に
各
市
町
村
が
構
想
案

へ
の
参
画
の
可
否
を
決
定
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
余
り
に
拙
速
で
は
。

　今
回
は
広
域
処
理
を
望
ま
な
い
自

治
体
は
な
い
か
改
め
て
の
確
認
で
あ

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
西
部
広
域
計

画
全
体
の
中
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

計
画
に
沿
っ
て
方
針
を
決
定
す
る
。

19年前のごみ計画の再考を

従来からの方針に変更ない

温暖化による豪雨災害

問問

　住
民
説
明
会

問問

　財
政
・
環
境
へ
の
配
慮

問問
　可
燃
ご
み
の
減
量
化

問問
　先
進
事
例
を
参
考
に

問問
　10
月
末
決
定
は
拙
速
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久代安敏 議員

　国
・
県
・
日
南
町
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
給
付
実
態
は
。

　９
月
３
日
現
在
、
国
の
持
続
化
給

付
金
は
36
件
、
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
克
服
再
ス
タ
ー
ト
応
援
金
は

45
件
、
日
南
町
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
事
業
者
緊
急
支
援
応
援
金
は
14

件
、
国
の
家
賃
支
援
給
付
金
は
４
件
、

頑
張
ろ
う
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
緊
急

支
援
事
業
は
10
件
。

　法
人
も
個
人
事
業
者
も
申
告
納
税

者
は
﹁
ほ
と
ん
ど
の
農
業
者
が
持
続

化
給
付
金
の
対
象
に
な
る
﹂
と
の
国

会
答
弁
が
あ
り
、
こ
の
制
度
の
活
用

を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
活
動
の
拡

充
を
求
め
る
。

　町
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
全
般
の
経
済
対
策
と

し
て
周
知
を
し
て
お
り
、
問
い
合
わ

せ
等
に
は
対
応
す
る
。

　日
南
病
院
職
員
と
町
民
と
の
座
談

会
が
始
ま
り
、
住
民
の
声
と
し
て
多

く
の
要
望
や
意
見
が
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
病
院
経
営
に
ど
う
生

か
し
て
い
く
の
か
。

　現
在
ま
で
石
見
地
域
を
除
く
６
地

域
の
町
民
座
談
会
を
実
施
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
全
て
記
録
し
、

職
員
全
員
に
周
知
し
業
務
改
善
及
び

地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

る
。
全
地
域
が
終
了
後
、
広
報
等
を

通
じ
て
ご
意
見
に
対
す
る
町
民
へ
の

報
告
を
行
う
。

　木
材
第
二
団
地
を
所
有
す
る
日
南

町
が
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
林
業
関
係
者
・
団
体
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
図
っ
て
き
た
の
か
。

　バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
構
想
か
ら
事

問問
　経
済
産
業
省
の
持
続
化

　給
付
金
の
給
付
状
況

　町

　長

答答

問問

　農
業
者
の
持
続
化
給
付
金

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

　日
南
病
院

問問

　民
間
事
業
者
任
せ
で

　い
い
の
か

問問

　︵
株
︶
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
・

　ニ
チ
ナ
ン
の
新
規
事
業

問問
業
化
に
向
け
て
動
き
出
し
て
き
た
。

今
後
、
森
林
組
合
を
中
心
に
し
て
林

業
関
係
者
と
具
体
的
な
協
議
が
行
わ

れ
る
た
め
、
町
と
し
て
も
し
っ
か
り

連
携
す
る
。

　工
程
表
に
よ
る
と
、
試
運
転
が
来

年
９
月
開
始
と
な
っ
て
い
る
。
民
間

事
業
者
ま
か
せ
で
は
成
功
し
な
い
と

考
え
る
が
。

　町
主
催
で
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

地
元
理
解
を
深
め
課
題
に
つ
い
て
も

真
摯
に
対
応
し
な
が
ら
、
工
程
表
に

沿
っ
た
事
業
進
捗
を
図
る
。

　種
苗
生
産
の
新
規
事
業
に
反
対
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
産
材
製
材

所
と
い
う
当
初
の
設
置
目
的
を
、
今

後
ど
う
す
る
の
か
。
先
ず
は
し
っ
か

り
整
理
し
な
い
と
次
に
進
め
な
い
と

考
え
る
が
、
現
在
あ
る
工
場
の
移
転
、

も
し
く
は
廃
業
な
ど
を
含
め
て
見
解

は
。　国

産
材
製
材
所
の
再
開
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。
製
材
業
に
つ
い
て
は

廃
業
も
含
め
て
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
検
討

中
で
あ
る
。

　日
南
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問問

国の持続化給付金は

農業者にも申請をすすめるべき

問問

一般質問
一般質問

答答と問問

農業者も持続化給付金の申請を

新型コロナウイルスの

　　経済対策として対応する

答答

町政のここが聞きたい
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

認定

近
藤
仁
志

大
西

　保

古
都
勝
人

荒
木

　博

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

件　　　　　名 結果

○令和元年度決算認定の賛否内訳（賛否の分かれたもの）

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

×

×

×

×

×

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、
地方交付税等の一般財源総額を確保・充実する
こと。その際、臨時財政対策債が累積すること
のないよう、発行額の縮減に努めるとともに、
償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障
機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、
総額を確保すること。

３　令和2年度の地方税収が大幅に減少するこ
とが予想されることから、万全の減収補填措置
を講じるとともに、減収補填債の対象となる税
目についても、地方消費税を含め弾力的に対応
すること。

９月定例会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました（要旨）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地
方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方
税の政策税制については、積極的な整理合理化
を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効
性・緊急性等を厳格に判断すること。

５　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要
な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直し
は、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこ
と。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済
対策として講じられた特例措置は、本来国庫補
助金等により対応すべきものであり、今回限り
の措置として、期限の到来をもって確実に終了
すること。

９月定例会可決・認定した議案
一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第1号）

下水道事業会計補正予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第3号）

一般会計補正予算（第７号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

日南町国民健康保険条例

財産の無償譲渡について

財産の取得について（日南町立学校情報機器整備業務）

令
和
２
年
度
補
正
予
算

条例の
一部改正

一般会計　　　　　　 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計　　 

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

そ
の
他

令
和
元
年
度
決
算
認
定

発
議

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書提出について

−

−

−

−

−

久
代
安
敏

坪
倉
勝
幸

山
本
芳
昭

○

○

○

○

○
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問問問問問問問問問問 答答 答答

問問問問問問問問 答答 答答答答

答答答答

問問問問 問問問問

問問問問

問問

問問問問

問問 問問 問問問問

答答答答

答答答答答答答答

答答 答答答答 答答 答答

答答答答 答答答答

　
　土
地
の
所
有
者
は
。

　
　日
南
町
森
林
組
合
。

　
　班
会
へ
の
利
用
は
継
続

で
き
る
か
。

　
　そ
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　建
物
の
時
価
は
。
改
修

予
算
９
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　
　評
価
し
て
い
な
い
。
屋

根
、
設
備
を
中
心
に
今
後
何

十
年
か
使
え
る
よ
う
改
修
。

　
　林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
用
に

居
室
を
作
っ
て
は
。

　
　ア
カ
デ
ミ
ー
用
の
住
居

は
ア
カ
デ
ミ
ー
が
整
備
す
る
。

　
　行
政
不
服
審
査
の
内
容

は
。

　
　課
税
に
係
る
不
服
審
査

の
県
へ
の
負
担
金
。

　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
あ
れ
ば
全
国
の
大
手
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
で
き

る
か
。

　
　で
き
る
。
多
く
の
店
舗

で
読
取
り
機
を
設
置
し
て
い

る
。　

　利
用
範
囲
や
手
数
料
、

経
常
経
費
は
。

　
　住
民
票
の
写
し
と
印
鑑

登
録
証
を
平
日
土
休
日
時
間

外
問
わ
ず
交
付
で
き
る
。
交

付
手
数
料
３
０
０
円
。
町
負

担
が
毎
月
１
万
円
。

　
　ど
の
よ
う
な
方
針
に
よ

る
改
修
か
。

　
　小
旅
行
化
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
て
の
改
修
。
既
存
施
設

を
機
能
強
化
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
　日
南
邑
は
屋
根
の
塗
替

え
を
含
む
の
か
。
新
型
コ
ロ

ナ
臨
時
交
付
金
の
対
象
か
。

　
　研
修
棟
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

の
屋
根
の
塗
替
え
を
含
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
へ
向
け

て
臨
時
交
付
金
の
対
象
と
な

る
。　

　申
請
書
の
ひ
な
型
は
公

開
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　要
綱
の
最
終
版
と
と
も

に
様
式
を
公
開
す
る
。

　
　水
源
調
査
の
金
額
が
３

千
万
円
と
大
き
い
が
。

　
　電
気
探
査
で
有
望
な
３

カ
所
の
内
の
１
カ
所
を
試
掘

調
査
す
る
。

　
　水
以
外
の
電
気
、
通
信

環
境
な
ど
の
整
備
は
。

　
　電
気
工
事
は
宅
内
の
み
。

通
信
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
工
事
で
整

備
。
進
入
路
は
町
が
整
備
す

る
。　

　工
業
用
水
利
用
の
ル
ー

ル
は
。

　
　第
一
団
地
同
様
の
ル
ー

ル
を
作
る
。

　
　床
や
屋
根
は
対
象
か
。

　
　来
年
度
は
ど
う
す
る
の

か
。　

　来
年
度
も
税
理
士
法
人

に
相
談
で
き
る
態
勢
に
し
た

い
。　

　新
設
す
る
発
熱
外
来
の

予
算
は
日
野
病
院
と
同
じ
３

千
万
円
。
面
積
は
日
南
病
院

37
㎡
、
日
野
病
院
２
階
建
１

７
３
㎡
。
予
算
は
適
正
か
。

　
　日
野
病
院
は
従
来
平
屋

の
発
熱
外
来
を
増
築
。

　
　日
南
病
院
は
ど
こ
に
増

築
す
る
の
か
。
工
期
は
。

　
　外
来
診
察
室
に
隣
接
す

る
花
壇
の
部
分
に
増
築
し
患

者
入
室
用
の
ス
ロ
ー
プ
も
新

設
す
る
。
年
度
内
に
完
成
。

　
　町
内
で
約
３
億
円
に
の

ぼ
る
給
付
金
で
あ
る
。
概
要

の
説
明
を
。

　
　個
人
事
業
者
の
場
合
、

昨
年
の
事
業
収
入
の
１
／
12

と
比
べ
、
今
年
の
最
も
収
入

が
少
な
い
月
が
そ
の
半
分
以

下
の
収
入
な
ら
上
限
１
０
０

万
円
給
付
さ
れ
る
。

　
　今
回
は
空
調
設
備
の
み
。

今
後
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
集

会
所
も
従
来
の
制
度
の
対
象

と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　伐
採
範
囲
は
。
予
算
50

万
円
は
処
分
料
込
み
か
。

　
　水
路
を
塞
ぐ
可
能
性
が

あ
る
部
分
を
中
心
に
行
う
。

処
分
料
込
み
で
あ
る
。

　
　企
業
会
計
運
営
に
係
る

業
務
支
援
と
は
。

　
　役
場
職
員
が
企
業
会
計

を
扱
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で

会
計
士
等
の
支
援
を
仰
ぐ
。

　
　平
成
30
年
度
に
会
計
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
状
況
は
。

　
　会
計
士
に
よ
る
研
修
を

し
た
が
、
企
業
会
計
を
職
員

が
扱
え
る
と
こ
ろ
ま
で
到
達

し
て
い
な
い
。

　
　委
託
先
と
委
託
の
内
容
、

期
間
は
。

　
　税
理
士
法
人
に
例
月
出

納
検
査
、
予
算
・
決
算
の
資

料
作
成
、
固
定
資
産
台
帳
の

デ
ー
タ
更
新
を
今
年
度
末
ま

で
委
託
。

９
月
定
例
会

　も
っ
と
く
わ
し
く

質

疑

応

答

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

無
償
譲
渡

一
般
管
理
事
務

住
民
票
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付

草
刈
り
機
の
導
入
補
助

指
定
管
理
施
設
の
改
修

第
二
木
材
団
地

集
会
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

か
す
み
荘
竹
林
伐
採

日
南
病
院

上
下
水
道
会
計

農
林
業
者
の

持
続
化
給
付
金

無償譲渡される林業総合センター
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総務教育常任委員会

新石見小水力発電所（住民課）

◆県内にある他の小水力発電所の除塵設備に

ついて

•７団体のうち５団体は除塵設備を設置、２団

体はスクリーンの設置となっている。現地確

認は毎日もしくは２日に１回行っている。

◆仮設水路の復旧について県との協議

•落石防止ネットの張り替え工事に合わせて本

復旧工事を行う。令和３年度に予算計上の予

定である。

◆水路の管理状況について

•委託業者との契約内容と点検項目の確認

•今回の停止期間中に新たに見つかった水路の

亀裂をコンクリートで補修。

モンゴル人交流支援事業（企画課）

◆日南町国際交流支援員の活動内容について

•コロナ禍のためインターネットによるゾーン

モド市とのメールのやりとりが主な活動。

日南小・中学校訪問（教育課）

8月３日・９月17日

◆小・中学校の施設整備の現地調査

•中学校は建築から50年近く、修理及び改善が必要

と思われる箇所が多くみられる。

◆教育委員、学校管理者との意見交換

•教育目標は故郷に学び夢に向かい生き生きと輝く

児童、生徒の育成をめざす。

•重点目標として学力の向上と集団活動によるお互

いの立場を尊重できる人材育成に取り組む。

　日南町の子どもの教育在り方検討会は学識

経験者５名を含む15名で構成され、委員長に

は鳥取大学の矢部敏昭教授が就任し、検討を

始めた。

◆日南小•中学校の施設整備について

•８月３日の学校訪問で指摘した修理箇所につ

いては工事業者に見積もりを依頼している。

•中学校１階のトイレ改修工事は終了、現在は

体育館のトイレ改修を行なっている。

日南小・中学校教育（教育課）

委員会の活動報告

修繕が必要な中学校

8月26日に開催された検討会
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委員会の活動報告

日南町林業アカデミー現地調査（農林課）

高齢者の居住施設検討経過
（福祉保健課）

　令和元年度より、日南病院・日南福祉会・福

祉保健課打ち合わせ会、地域包括ケア会議、介

護保険運営協議会、日南町介護予防・生活支援

体制整備推進協議会を随時開催し、冬季入所、

有料老人ホームつくほ、かすみ荘等、今後の高

齢者の住まい・施設について検討している。

◆検討会の中では

・介護療養病床が令和5年度で医療療養病床に

転換せざるを得なくなり、要介護１・２の方の

受け皿が必要。

・かすみ荘を建て替えるなどしてサービス付き

高齢者住宅が必要。

・令和２年度の冬季入所をあかねの郷東上町ユ

ニットの一部を目的外使用に転用して行う。３

年度も冬季入所の対応をするか、有料老人ホー

ムとして活用するかなど意見があった。

【委員会意見】

　新築ありきでなく、既存の施設の活用も視野

に入れながら対応してほしい。自分の年金で入

れる施設であってほしい。

◆病院職員住宅

・７月21日　職員宿舎新築工事設計監理業務

　　　　　　入札（６社）

・10月15日  新築工事入札（３社）　

・３月末日　完了受け渡しの予定で事業を進め

　　　　　　ている。

◆経営コンサルタント委託事業

　2月1日、コンサルティング契約締結以来、2回

の職員研修会と9回のプロジェクト会議を開催。

　過去における日南病院の実績を分析、今後の

人口動態等考慮して介護療養病床の転換先、病

床編成、病棟再編基本計画に伴うアクションプ

ランの立案､広報誌発行など着実に進めている。

職員住宅建設の進捗と経営コンサルタント事業
（日南病院）

◆一期生の授業実績と進路について

・7名のうち5名が町内の農林業事業所に就職。

・1名は出身地へ、1名は更なる研修へ。

【委員会意見】

　開校以来順調と見受けら

れるが、今後見えてくるで

あろう新たな課題をいち早

く認識され、魅力あるアカ

デミーであり続けて欲し

い。

経済福祉常任委員会 ７月27日・９月17日

農家を対象とした持続化給付金（農林課）

　国の事業で直接町が関与しない事業ではある

が、町のホームページに詳しく載せてあるので

利用して欲しい。相談には対応する。

チェーンソー技能研修

◆二期生の授業内容の説明と研修の視察。

◆三期生の募集状況について調査。

・現在定員10名を超すオープンキャンパス参加者がある｡
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中心地域整備に関する調査特別委員会 9月28日

日南町が日南プレカット事業協同組合に返還を求める土地、具体的な進展なし

　コロナ禍の下で「道の駅」やレストランなどの売り上げ実績や利用客の動向について企画課と

農林課から説明を求め調査した。

　また、中心地の貸付地(日南プレカット事業協同組合)は契約期限までに返還が実行されるのか

など、議員から多くの質問が出たが、執行部の説明では具体的な進展は見られず、引き続き交渉

内容について議会は注視します。

・平成30年7月豪雨、台風24号及び令和元年7月豪雨により

　水路がオーバーフローし、道の駅側が浸水した。

・平成30年台風24号により水路が破損したため、仮設パイ

　プを設置し、水路下側に土水路を掘り、対策を実施して

　いる。

・被災原因となった治山堰堤側からの土砂流出の対策につ

　いて、関係機関と協議を行ない令和2年～3年に改修工事

　を行う｡

平成30年７月の豪雨災害（大田原）

　令和３年３月31日に契約が満

了する貸付地の返還は、日南プレ

カット事業協同組合から具体的な

方法が示されていない。

【委員会意見】
　契約期限内の確実な返還
を求める。

　直売所の売上は、4月から6月は新型コロナ感染症

の影響で低迷したが、8月は回復してきている。

（前年同月比で92％、レストラン80％）

　今後も軒下の朝市等で売上げ増に取り組む。

　　コロナ禍での売上げを上げる工夫は。

　　密にならないように、軒下の朝市販売を９月の

　４連休に開催し、昨年の倍近い売り上げがあっ

　た。今後も感染症対策を講じながら取り組んでい

　く。

　　ネット販売の取り組みは。

　　今年度から加工品やお米の販売を始めている｡

答答

問問

答答

問問

直売所でみつけた旬の香茸

生山に流れる大田原水路の現状について
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議会報告会
　＆意見交換会を開きます

︵
８
月
︶

３
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　全
員
協
議
会

７
日

　臨
時
会

26
日

　全
員
協
議
会

31
日

　議
会
運
営
委
員
会

︵
９
月
︶

８
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

９
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

10
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

11
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　全
員
協
議
会

17
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

18
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

28
日

　中
心
地
域
整
備
に
関
す

　
　
　る
調
査
特
別
委
員
会

︵
10
月
︶

１
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　全
員
協
議
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

９
日

　全
員
協
議
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

13
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

16
日

　臨
時
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告

日 時 　令和２年１１月２１日（土）
　　　 午前10時00分～12時00分
場 所 　日南町総合文化センター　多目的ホール

　【内　容】
・ 令和２年度予算と令和元年度決算の審査状況の報告
・ 各常任委員会、特別委員会からの活動報告
・ 議会や町政に関する意見交換

議会での取り組みを報告し、町民の皆さまと意見交換を行います。
どなたでも参加できます。多くの皆さまの参加をお待ちしています。

※今年は、１会場で、議員全員で行います。

昨年の議会報告会　（日南町総合文化センター）

令
和
２
年
度

行
こ
う
！
聞
こ
う
！
話
そ
う
!!

　日
南
町
議
会
議
員
と
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全員協議会全員協議会
８
月
３
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
か
か
る
経
済
対
策

　国
の
交
付
金
を
活
用
す
る

町
の
対
策
事
業
の
う
ち
、
学

生
応
援
オ
ッ
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ

パ
ッ
ク
事
業
等
に
つ
い
て
協

議
。

◆
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
事
業

　

(

株)

ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

ニ
チ
ナ
ン
が
コ
ン
テ
ナ
を
用

い
た
造
林
用
苗
木
の
生
産
に

取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
協

議
。

◆
第
二
木
材
団
地
に
お
け
る

水
源
調
査

　木
材
団
地
の
水
源
の
安
定

確
保
の
た
め
に
水
源
調
査
を

実
施
し
て
き
た
が
、
結
果
に

基
づ
い
て
試
掘
を
行
う
こ
と

に
。

◆
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

　第
二
木
材
団
地
で
町
外
の

会
社
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
推
進
機
構
、
日
南
町
森

林
組
合
な
ど
が
出
資
す
る
合

同
会
社
２
者
が
木
材
を
原
料

と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

の
生
産
と
そ
れ
を
用
い
た
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
事
業

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

８
月
26
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
か
か
る
経
済
対
策

　国
の
交
付
金
を
活
用
す
る

町
の
対
策
事
業
の
う
ち
、
自

主
避
難
所
整
備
補
助
事
業
等

に
つ
い
て
協
議
。

◆
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保

護
指
針
策
定

　オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保

護
の
た
め
に
外
部
専
門
家
に

よ
る
保
護
管
理
お
よ
び
生
息

環
境
保
全
指
針
策
定
検
討
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
議
。

◆
空
き
屋
等
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
支
援
補
助
金
事
業

　誘
客
を
目
的
と
し
た
空
き

屋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事

業
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
協
議
。

◆
新
石
見
小
水
力
発
電
所

　８
月
11
日
に
発
電
機
に
木

の
枝
が
混
入
し
た
こ
と
で
発

電
停
止
し
た
こ
と
、
導
水
路

の
水
漏
れ
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
復
旧
工
事
を
実
施

し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

◆
国
へ
意
見
書
提
出

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財

政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
を
議
会
か
ら
提
出
す

る
こ
と
に
。

９
月
16
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
か
か
る
経
済
対
策

　国
の
交
付
金
を
活
用
す
る

町
の
対
策
事
業
の
う
ち
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
支

援
事
業
、
小
中
学
校
等
自
動

水
栓
化
事
業
等
に
つ
い
て
協

議
。

◆
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保

護
指
針
策
定

　オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保

護
の
た
め
に
外
部
専
門
家
に

よ
る
保
護
管
理
お
よ
び
生
息

環
境
保
全
指
針
策
定
検
討
会

の
設
置
要
綱
の
再
検
討
。

◆
療
養
病
床
の
転
換

　国
の
制
度
改
正
に
よ
り
日

南
病
院
の
介
護
療
養
型
医
療

病
床
31
床
を
医
療
療
養
病
床

に
転
換
す
る
こ
と
を
検
討
。

◆
町
民
座
談
会
の
状
況

　日
南
病
院
が
実
施
し
た
町

民
座
談
会
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。

◆
再
任
用
に
関
す
る
訴
訟

　元
日
南
病
院
職
員
が
日
南

病
院
を
相
手
に
再
任
用
に
関
す

る
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
た
こ
と

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

(

株)

の
排
水
問
題

　９
月
上
旬
に
セ
ン
ト
ラ
ル

フ
ァ
ー
ム
か
ら
汚
濁
水
が
流

出
し
た
事
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
質
疑
。

10
月
１
日

◆
ゴ
ミ
処
理
の
広
域
化
計
画

　鳥
取
県
西
部
地
域
で
ゴ
ミ

処
理
の
広
域
化
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

協
議
し
、
本
町
と
し
て
広
域

化
に
参
加
す
る
方
針
を
決
定
。

◆
木
材
団
地
造
成
工
事

　事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

木
材
団
地
拡
張
造
成
工
事
に

つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
た
。

10
月
９
日

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
か
か
る
経
済
対
策

　国
の
交
付
金
を
活
用
す
る

町
の
対
策
事
業
の
う
ち
、
避

難
所
等W

i-F
i

設
置
事
業
等

に
つ
い
て
協
議
。

◆
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
強
じ
ん

化
工
事

　前
回
参
加
者
の
な
か
っ
た

入
札
を
改
め
て
公
告
、
入
札

を
し
て
事
業
を
進
め
る
と
の

報
告
を
受
け
た
。

◆
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

・
８
月
以
降
、
関
係
３
自
治

会
で
説
明
会
を
終
え
、
今
後

企
業
進
出
協
定
の
締
結
に
向

け
協
議
を
行
う
。

・
原
料
木
材
の
供
給
体
制
お

よ
び
町
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
協
議
。

町民座談会

オオサンショウウオの生息調査
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　先
日
、
人
権
セ
ン
タ
ー
主
催
の
映

画
﹁
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ピ
ー
ス
﹂
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　地
雷
で
片
足
を
失
く
し
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
少
女
と
義
肢
装
具
士
を

め
ざ
す
聴
覚
障
が
い
者
の
女
性
と
の

心
の
交
流
を
描
い
た
感
動
作
で
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
﹁
心
﹂
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す

る
姿
、
相
手
の
使
い
や
す
さ
を
考
え

て
作
る
﹁
思
い
﹂
、
多
く
の
場
面
が

ひ
と
の
本
来
の
や
さ
し
さ
を
現
わ
し

て
い
ま
し
た
。

　全
世
界
共
通
の
願
い
﹁
平
和
﹂
へ

シ
ン
プ
ル
に
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
い

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
。
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
竜
樹
さ
ん

　福
岡
県
う
き
は
市
の
出
身

で
、
東
京
の
大
学
を
卒
業
後
建
設
会
社

に
就
職
。
西
日
本
を
中
心
に
転
勤
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。

彩
実
さ
ん

　米
子
で
美
容
師
を
し
て
い

た
け
ど
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
を
し
た
く

て
鳥
取
市
の
専
門
店
に
転
職
し
て
知
識

と
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

竜
樹
さ
ん

　現
場
監
督
と
し
て
鳥
取
道

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
鳥
取
に
来
て
い
て
、

ニ
ュ
ー
ス
で
鳥
取
市
主
催
の
街
コ
ン
の

開
催
を
知
り
、
﹁
絶
対
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
で
す
よ
﹂
と
後
輩
に
後
押
し
さ
れ

て
、
特
に
期
待
す
る
で
も
な
く
軽
い
気

持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

彩
実
さ
ん

　私
の
誕
生
祝
に
友
達
と
食

事
を
し
て
い
る
と
き
街
コ
ン
の
話
題
に

な
り
、
一
個
歳
も
取
っ
た
し
行
っ
て
み

よ
う
か
と
そ
の
場
で
応
募
し
た
ら
オ
ッ

ケ
ー
、
じ
ゃ
あ
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う

ノ
リ
で
参
加
。
縁
で
す
ね
え
。

　一
年
半
ぐ
ら
い
付
き
合
っ
て
、
和
歌

山
に
転
勤
、
追
っ
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

竜
樹
さ
ん

　30
年
の
４
月
に
グ
ア
ム
で

挙
式
、
６
月
に
会
社
を
退
職
し
て
、
７

月
よ
り
安
来
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に
再
就

職
し
て
米
子
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

彩
実
さ
ん

　妊
娠
が
わ
か
っ
て
、
こ
っ

ち
に
帰
っ
て
き
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
主
人
の
勤
務
も
遠
く
な

り
、
負
担
が
か
か
っ
て
大
変
だ
ろ
う
な

と
思
っ
て
い
る
時
、
帰
っ
て
も
い
い
よ

と
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
陰
で

出
産
を
機
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

竜
樹
さ
ん

　子
育
て
初
心
者
で
、
義
父

さ
ん
、
義
母
さ
ん
に
色
々
助
け
て
も
ら

っ
て
余
り
苦
労
は
感
じ
な
い
け
ど
、
日

南
の
雪
の
実
力
を
ま
だ
体
験
し
て
い
な

い
の
で
こ
の
冬
が
不
安
で
す
。

彩
実
さ
ん

　樹
の
一
歳
の
誕
生
日
。
２

月
19
日
に
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
の
店
を
上

石
見
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　店
の
名
前
は
﹁F

e
lu
c
e

︵
フ
ェ
ル

ー
チ
ェ
︶
﹂
。
幸
せ
と
輝
き
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
こ
の
店
か
ら

輝
い
て
欲
し
い
の
で
、
そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
と
お
気
に
入
り
で
す
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
金
が
あ
っ
た
か
ら

開
設
で
き
た
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
と
合
わ
せ
て
カ
ッ

ト
や
髪
染
め
も
し
て
お
り
、
年
配
の
方

の
利
用
も
多
く
な
っ
て
き
て
あ
り
が
た

い
で
す
。
育
毛
コ
ー
ス
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
、
本
当
に
生
え
て
き
た
方
も

お
ら
れ
ま
す
の
で
是
非
体
験
を
。

み
な
さ
ん
に
届
け
る

　
　
　
　
　
幸
せ
と
輝
き

り
ょ
う
な

さ
い 

み

い
つ
き

本
松 

竜
樹
さ
ん  

彩
実
さ
ん  

樹
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
石
見
︶

フェルーチェの店主 彩実さん

日南町

福岡


